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4「第1回中高生日本語研究コンテスト」開催記念シンポジウム「日本語学と国語教育」（2022年12月11日（日））

1 はじめに―講演者の立場―

自己紹介

• 清田朗裕（きよた・あきひろ）

• 大阪大学人文学研究科招へい研究員
大阪教育大学附属池田中学校（国語）

• 専門分野： 日本語史、国語科教育

• JSPS若手研究２０K１３９９９ 「文学以外の古典資料
を活用した新たな古典教育教材の開発―推論能力
の育成と共に―」

• 【連載】「現代の国語」と「言語文化」の問題点（ひつ
じ書房ウェブマガジン未草）
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1 はじめに―講演者の立場―

• 従来、どのような問題点が指摘されていたのかを知っておくことが必要
• 将来教壇に立つ学生が、日本語学についてどのようなことを学びたい

のか、知っておくことが必要

• これまでの研究の着想を提示する（素朴な疑問・問題点）
• 研究対象を、国語科教育（言語文化）の枠組みで捉え直す etc...

【講演者の立場】
• 国語科教員に日本語学の知識が役立つことを訴える必要がある。
• そのためには、教材分析に活用できるよう、現場のニーズに合わせた

知見を提供していくべきである。
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1 はじめに―講演者の立場―

宮地裕（1982：139）
• 古典読解や和歌・俳句をつくるために古典文法が重視され研究されたのは当然だし、古典教育のために

古典文法（文語文法）が教えられるのも自然なことだが、現代日本語による表現・理解のために必要な文
法教育は、文法事実の外形的整理（品詞の分類、活用の整理など）を教え込む以上に、文や文相互の論
理的意味構成そのものを、表現においても理解においても、明確にするというところに重点を置くものであ
るべきであろう。

永野賢（1993：193）
• 現今普通一般に行われている文法教材では、実際の文章の中から文や語を抜き出して文論や語論の用

例としているものが多い。実際の文章を対象としている点で実際的であるように見えながら、その実、文や
語として文脈から切り離してしまうため、抽象的になってしまうのである。【中略】（清田注：文脈を離れた
文法学習は、）実用性に乏しい。

• 「文や文相互の論理的意味構成そのもの」（宮地1982）
• 「文脈から切り離してしまうため、抽象的になってしまう」「実用性に乏しい」（永野1993）
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1 はじめに―講演者の立場―

現在の国語科における「学び」

「古典及び古典教育について」
のアンケート（スライド末：補足2）

• 対象者：大阪教育大学2～4回生38名

• 実施日：2022年1１月１１日（金）

• アンケート収集方法：Google Formｓ

• フェイスシート（質問1、2）を除く8項目
（【質問3】～【質問10】）

Google Form での質問項目（抜粋）

【質問8】
小学校・中学校・高等学校の教科書には古典 （古文・
漢文） に関するテキストや単元が設定されています。あ
なたはそれぞれの学習段階で、どのようなことを学ぶべ
きだと思いますか。学習指導要領に縛られる必要はあり
ません。ここでは、「高等学校」について述べてください。
【自由記述】

【質問10】
教員養成課程で学ぶあなたにとって、大学では、古典教
育（古文・漢文）について、どのようなことを学びたいで
すか。学びたくない人はその理由も述べてください。 【自
由記述】
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1 はじめに―講演者の立場―

「古典及び古典教育について」のアンケート

• アンケート結果

【質問8】高等学校の古典ではどのようなことを学ぶべきか 回答（抜粋）

• 古典文学を文法的に解釈し、当時の人が考えていた思想や背景を学び、現代の私たち
の生活に活かせるよう、「楽しめる」という学習にしていかなければならない。

• 昔の人の考え方や感じ方を古文から読み取り、自分の生活と照らし合わせて考えること
• 古典を正しく読み解くことはもちろん、読み解いた知識を現代の文章に関連させて学ん

だり、別の古典と考え方を比較することが大切だと思う。
• 高等学校では、【中略】、古典作品より先人の感じ方、考え方を受けて、感想や意見をも

ち自分を深めようとする学びを得るべきだと思う。
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1 はじめに―講演者の立場―

「古典及び古典教育について」のアンケート

• アンケート結果

【質問10】大学の古典教育ではどのようなことを学びたいか 回答（抜粋）

• 古典を研究する先生方が最も面白いと感じている点を知りたい。
• 文法などの説明でも、生徒を引き込めるような工夫を考えたい。
• 教材分析の仕方、特に今までの授業や実践の再生産になりがちな古典の授業を、どの

ように新しい視点から切り開いていき、児童生徒の学びにつなげていくかといったことを
学んでいきたい。

• 古典と現代文の授業の仕方がああも異なるのはなぜなのか。話を楽しむことではなく読
むことが目標となってしまっている印象がある。どうしたら回避できるだろうか。
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1 はじめに―講演者の立場―

「古典及び古典教育について」のアンケート

【学生の（古典）教育観】

文法事項や現代語訳を通じて古典作品の
内容を読み解くだけでなく、そこから現代に
生きる児童・生徒、さらには学生自身の価値
観・人生観に繋げていきたい

言葉を学ぶだけでなく、言葉｛から・で｝学ぶ

大滝一登（2018：24-25）
• 優れた国語科教師とはどのような教師か。

それは言うまでもなく、単に日本文学や漢文
学、日本語学の知見を有している教師では
なく、そうした知見を有しながら、それを必要
以上に披瀝することなく、学び手である生徒
に「言葉の力」（＝言語能力）を広く深く身
に付けさせることのできる教師である。

• 日本語学の知見は必要
• 国語科教育の中で活かせるようにする
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2 国語教育学における日本語学の位置づけ

• 全国大学国語教育学会編（２０２２）『国語科教育学研究の

成果と展望Ⅲ』渓水社

• 近年の言語文化状況の大きな変化を反映して，国語教育の

内容を考える際に視野に入れておくべき観点は多岐にわた

る。例えば，最新のメディア状況，民族意識と古典，日本語

学の進展，文学研究の様相，認知心理学の展開，教育学の

動向など，あるいはそうした枠組みを包摂して，平和や人権

の問題，地球温暖化やＳＤＧｓの問題など，実に様々な現代

的な諸要素が国語教育の内容と関連している。当然それら

が「国語教材」の内容と質を変えていく。【後略】

（p.17、府川源一郎執筆）
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2 国語教育学における日本語学の位置づけ

序 日本語基礎事項の学習指導に関する研究の成
果と展望（山室和也執筆）

1 発声・発音の学習指導に関する研究の成果と展
望（山田敏弘執筆）

2 仮名文字・ローマ字・表記の学習指導に関する研
究の成果と展望（長岡由記執筆）

3 漢字の学習指導に関する研究の成果と展望
（棚橋尚子執筆）

4 書写の学習指導（書写教育）に関する研究の成
果と展望（鈴木慶子執筆）

5 語句・語彙の学習指導に関する研究の成果と展
望（鈴木一史、中村和弘、河内昭浩執筆）

6 文法論・文章論・談話論の学習指導に関する研
究の成果と展望（森田真吾執筆）

7 言葉遣いの学習指導に関する研究の成果と展望
（渡辺通子執筆）

8 言語感覚の育成に関する研究の成果と展望
（浅田孝紀執筆）

9 日本語研究に関する研究の成果と展望
（森篤嗣執筆）

全国大学国語教育学会編（２０２２） 「Ⅴ 日本語基礎事項の学習指導に関する研究の成果と展望」

9は新設項目

国語（科）教育学は日本語学の動向を追い、学んでいる
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以下の2点を取り上げ、日本語学の知見をどのように活かすかを提示する

なお、以上は、学習指導要領における「読むこと」の学習として取り上げたものだが、「書く
こと」の学習として取り上げることもできる

15「第1回中高生日本語研究コンテスト」開催記念シンポジウム「日本語学と国語教育」（2022年12月11日（日））

3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

文部科学省（2019：109-143）
• （高）言語文化 読むこと ○構造と内容の把握、○精査・解釈

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えること。
ウ 文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価すること。

• （高）言語文化 書くこと 言語活動例
ア 本歌取りや折句などを用いて、感じたことや発見したことを短歌や俳句で表したり、伝統行事や風物詩などの文化
に関する題材を選んで、随筆などを書いたりする活動。

• 『竹取物語』にみえる複数の「手紙」を日本語学の知見を活かして読む
• 『枕草子』の文章構成を日本語学の知見を活かして捉える



新学習指導要領にもとづいた教科書への採録状況

表1 『竹取物語』『枕草子』の中学校・高等学校（言語文化）教科書採録状況（ｎ＝種類）
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

• 中学校では、『竹取物語』『枕草子』はすべての教科書に採録
• 『竹取物語』は、高等学校では12種類の教科書に採録
• 『枕草子』は、高等学校では14種類の教科書に採録

竹取物語 枕草子 出版社（五十音順、n=種類）

中学校
4社4種類

4 4 教育出版1、三省堂1、東京書籍1、光村図書1

高等学校
9社17種類

12 14
桐原書店1、三省堂2、数研出版3、第一学習社4、大修館
書店2、筑摩書房1、東京書籍2、文英堂1、明治書院1



日本語学の知見を活用した『竹取物語』の授業（参照：今井・清田2021、清田2021）
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

【概要】
• 月からかぐや姫の迎えが来る
• かぐや姫を守るため、地上の人々は抵抗を試みるもあえなく失敗し、かぐや姫は月へと

帰っていく
• 別れ際、かぐや姫は、翁（嫗）と帝へ手紙を認める

【場面】
かぐや姫が月へ帰る場面
【高等学校教科書採録状況】3種類
「天の羽衣」『精選言語文化』東京書籍、「天人の迎へ」『言語文化』数研出版、
「かぐや姫の昇天」『言語文化』筑摩書房



日本語学の知見を活用した『竹取物語』の授業

例：『精選言語文化』（東京書籍、p.193）にみられる「学習のねらい」「活動のてびき」
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

学習のねらい
• 文章の展開や表現の特色に注目しながら物語を読む。
• 他の作品などとの関係を踏まえて、内容の解釈を深める。

「活動のてびき」
1. かぐや姫が翁のもとに来た理由がどのよ

うに語られているか、まとめよう。
2. 天の羽衣は、かぐや姫にどのような変化

をもたらしたか。

1. 帝が、「御文、不死の薬の壺」を燃やすよ
うに命令したのはなぜか。「御文」が誰の
手紙であるかを考えながらまとめよう。

2. 【略】
手紙そのものには焦点が当てられていないが、手紙は学校教育では実用文でも物語文で
も取り上げられているものであり、系統的な学習を目指すには、格好の教材になりうる



日本語学の知見を活用した『竹取物語』の授業
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

• この場面では、かぐや姫は翁（嫗）と帝へ手紙を認めている
• かぐや姫にとって、この両者は、それだけ重要な人物である

【疑問】
どんな惜別の手紙を書いたのか、またそこには違いがあるだろうか

【国語の教材分析に繋がる見方・考え方】
• かぐや姫の手紙を日本語学の知見を活かしながら比較し読解していくことで、生徒は、

翁と帝に対するかぐや姫の態度の違いを捉える力を身に付けることができる
• 直感的に読み取ったかぐや姫の心情を日本語学の知見を活かして跡づけていくことで、

生徒は、言葉を的確に理解し効果的に表現する力を身に付けることができる



日本語学の知見を活用した『竹取物語』の授業
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―
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薬
そ
へ
て
、頭
中
将
呼
び

寄
せ
て
奉
ら
す
。

片
桐
洋
一
・福
井
貞
助
・高
橋
正
治
・清
水
好
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
四
）
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
12
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
平
中
物
語
』
小
学
館
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

【
翁
へ
の
手
紙
】

こ
の
国
に
生
れ
ぬ
る
と
な
ら
ば
、嘆
か

せ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
ほ
ど
ま
で
侍
ら
ん
。

過
ぎ
別
れ
ぬ
る
こ
と
、か
へ
す
が
へ
す

本
意
な
く
こ
そ
お
ぼ
え
は
べ
れ
。脱
ぎ

置
く
衣
を
形
見
と
見
た
ま
へ
。月
の
い

で
た
ら
む
夜
は
、見
お
こ
せ
た
ま
へ
。

見
捨
て
た
て
ま
つ
り
て
ま
か
る
、空
よ

り
も
落
ち
ぬ
べ
き
心
地
す
る
。

と
、書
き
置
く
。

【
帝
へ
の
手
紙
】

か
く
あ
ま
た
の
人
を
賜
ひ
て
、と
ど
め

さ
せ
た
ま
へ
ど
、許
さ
ぬ
迎
へ
ま
う
で

来
て
、取
り
率
て
ま
か
り
ぬ
れ
ば
、口

惜
し
く
悲
し
き
こ
と
。宮
仕
へ
仕
う
ま

つ
ら
ず
な
り
ぬ
る
も
、か
く
わ
づ
ら
は

し
き
身
に
て
は
べ
れ
ば
、心
得
ず
思
し

め
さ
れ
つ
ら
め
ど
も
。心
強
く
う
け
た

ま
は
ら
ず
な
り
に
し
こ
と
、な
め
げ
な

る
も
の
に
思
し
め
し
と
ど
め
ら
れ
ぬ
る

な
む
、心
に
と
ま
り
は
べ
り
ぬ
る
。

と
て
、

今
は
と
て
天
の
羽
衣
着
る
折
ぞ

君
を
あ
は
れ
と
思
ひ
出
で
け
る

と
て
、壺
の
薬
そ
へ
て
、頭
中
将
呼
び

寄
せ
て
奉
ら
す
。 順

接
確
定
条
件
バ
、

逆
接
確
定
条
件
ド
・ド
モ

順
接
仮
定
条
件
バ
、

推
量
（
意
志
）
ム
、命
令
形

片
桐
洋
一
・福
井
貞
助
・高
橋
正
治
・清
水
好
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
四
）
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
12
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
平
中
物
語
』
小
学
館
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

翁と帝への手紙の差異
表2 翁と帝への手紙の表現差異（清田2021を改変）

手紙の特徴 翁 帝
文字数 短 多

一文の長さ 短 長
文の数 多 少

文末表現の種類 多 少
語り方 感情的 説明的

表現（内容） 愛惜 謝罪・感謝
志向（内容） 未来 過去

量的分析
• 文字数
• 一文の長さ
• 文の数
• 文末表現の種類

表2を埋める言語活動を行うことで、生徒は、
かぐや姫の翁や帝に対する思いをメタ的に、
また主体的に捉えることができるようになる。
また、なぜこのような違いが出てくるのか、議
論してもよい。

質的分析
• 語り方
• 表現（内容）
• 志向（内容）



日本語学の知見を活用した『枕草子』の授業

23「第1回中高生日本語研究コンテスト」開催記念シンポジウム「日本語学と国語教育」（2022年12月11日（日））

3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

【概要】 （参照：長谷川千秋2018）
• 筆者（清少納言）の視点から、四季のさまざまな景物が評価される
• 当時においてあまり評価されることがない景物が取り上げられている
• 春秋、夏冬がそれぞれ対比的に提示されている

【場面】
「春はあけぼの」（第1段）
【高等学校教科書採録状況】「（参考）」を含め13種類
「（参考）春はあけぼの」『精選言語文化』東京書籍、「春はあけぼの」『精選 言語文化』『新 言語文化』三省堂、 「春はあけぼの」
『言語文化』『新編 言語文化』大修館書店、 「春はあけぼの」『言語文化』『高等学校 言語文化』数研出版、 「春はあけぼの」『言語
文化』文英堂、 「春は、あけぼの」『高等学校 言語文化』『高等学校 精選言語文化』『高等学校 標準言語文化』『高等学校 新編言
語文化』第一学習社、 「春はあけぼの」『探求 言語文化』桐原書店



日本語学の知見を活用した『枕草子』の授業

24「第1回中高生日本語研究コンテスト」開催記念シンポジウム「日本語学と国語教育」（2022年12月11日（日））

3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

• この段は、小学校では音読教材として、中学校では四季の景物の語彙を取り上げる教
材としても取り上げられている（参照：長谷川2018）

【疑問】
文法論・文章論として取り上げることはできないか

【国語の教材分析に繋がる見方・考え方】
• 「春はあけぼの」（第1段）を、音読（音声・音韻）や四季の景物の対比（語彙）の観点

だけでなく、文法論・文章論の観点から捉えることで、生徒は、清少納言がこの段にみら
れる文章構成の巧みさを適切に理解することができる

• 学んだ文章構成をもとに、自分なりの「春はあけぼの」を創作する言語活動を行うこと
ができる



日本語学の知見を活用した『枕草子』の授業

25「第1回中高生日本語研究コンテスト」開催記念シンポジウム「日本語学と国語教育」（2022年12月11日（日））

3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

春
は
あ
け
ぼ
の
。や
う
や
う
し
ろ
く
な

り
ゆ
く
山
ぎ
は
、す
こ
し
あ
か
り
て
、

紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き

た
る
。

夏
は
夜
。月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。闇

も
な
ほ
、蛍
の
お
ほ
く
飛
び
ち
が
ひ
た

る
。ま
た
、た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、ほ
の

か
に
う
ち
光
り
て
行
く
も
を
か
し
。雨

な
ど
降
る
も
を
か
し
。

秋
は
夕
暮
れ
。夕
日
の
さ
し
て
山
の
端

い
と
近
う
な
り
た
る
に
、烏
の
ね
ど
こ

ろ
へ
行
く
と
て
、三
つ
四
つ
、二
つ
三
つ

な
ど
飛
び
い
そ
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
。

ま
い
て
雁
な
ど
の
つ
ら
ね
た
る
が
、い

と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
、い
と
を
か
し
。

日
入
り
果
て
て
、風
の
音
、虫
の
音
な

ど
、は
た
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

冬
は
つ
と
め
て
。雪
の
降
り
た
る
は
言

ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、霜
の
い
と
白
き

も
、ま
た
さ
ら
で
も
い
と
寒
き
に
、火

な
ど
い
そ
ぎ
お
こ
し
て
、炭
持
て
わ
た

る
も
、い
と
つ
き
づ
き
し
。昼
に
な
り
て
、

ぬ
る
く
ゆ
る
び
も
て
い
け
ば
、火
桶
の

火
も
、白
き
灰
が
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し
。

松
尾
聰
・永
井
和
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
七
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18
枕
草
子
』

小
学
館
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

春
は
あ
け
ぼ
の
。や
う
や
う
し
ろ
く
な

り
ゆ
く
山
ぎ
は
、す
こ
し
あ
か
り
て
、

紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き

た
る
。

夏
は
夜
。月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。闇

も
な
ほ
、蛍
の
お
ほ
く
飛
び
ち
が
ひ
た

る
。ま
た
、た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、ほ
の

か
に
う
ち
光
り
て
行
く
も
を
か
し
。雨

な
ど
降
る
も
を
か
し
。

秋
は
夕
暮
れ
。夕
日
の
さ
し
て
山
の
端

い
と
近
う
な
り
た
る
に
、烏
の
ね
ど
こ

ろ
へ
行
く
と
て
、三
つ
四
つ
、二
つ
三
つ

な
ど
飛
び
い
そ
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
。

ま
い
て
雁
な
ど
の
つ
ら
ね
た
る
が
、い

と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
、い
と
を
か
し
。

日
入
り
果
て
て
、風
の
音
、虫
の
音
な

ど
、は
た
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

冬
は
つ
と
め
て
。雪
の
降
り
た
る
は
言

ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、霜
の
い
と
白
き

も
、ま
た
さ
ら
で
も
い
と
寒
き
に
、火

な
ど
い
そ
ぎ
お
こ
し
て
、炭
持
て
わ
た

る
も
、い
と
つ
き
づ
き
し
。昼
に
な
り
て
、

ぬ
る
く
ゆ
る
び
も
て
い
け
ば
、火
桶
の

火
も
、白
き
灰
が
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し
。

松
尾
聰
・永
井
和
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
七
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18
枕
草
子
』

小
学
館

•

黄
色
の
蛍
光
部
分
は
気
づ
き
や
す
い

•

春
秋
「
あ
け
ぼ
の
」
「
夕
暮
れ
」
が
対
比

•

夏
冬
「
夜
」
「
つ
と
め
て
」
が
対
比
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

春
は
あ
け
ぼ
の
。や
う
や
う
し
ろ
く
な

り
ゆ
く
山
ぎ
は
、す
こ
し
あ
か
り
て
、

紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き

た
る
。

夏
は
夜
。月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。闇

も
な
ほ
、蛍
の
お
ほ
く
飛
び
ち
が
ひ
た

る
。ま
た
、た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、ほ
の

か
に
う
ち
光
り
て
行
く
も
を
か
し
。雨

な
ど
降
る
も
を
か
し
。

秋
は
夕
暮
れ
。夕
日
の
さ
し
て
山
の
端

い
と
近
う
な
り
た
る
に
、烏
の
ね
ど
こ

ろ
へ
行
く
と
て
、三
つ
四
つ
、二
つ
三
つ

な
ど
飛
び
い
そ
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
。

ま
い
て
雁
な
ど
の
つ
ら
ね
た
る
が
、い

と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
、い
と
を
か
し
。

日
入
り
果
て
て
、風
の
音
、虫
の
音
な

ど
、は
た
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

冬
は
つ
と
め
て
。雪
の
降
り
た
る
は
言

ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、霜
の
い
と
白
き

も
、ま
た
さ
ら
で
も
い
と
寒
き
に
、火

な
ど
い
そ
ぎ
お
こ
し
て
、炭
持
て
わ
た

る
も
、い
と
つ
き
づ
き
し
。昼
に
な
り
て
、

ぬ
る
く
ゆ
る
び
も
て
い
け
ば
、火
桶
の

火
も
、白
き
灰
が
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し
。

松
尾
聰
・永
井
和
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
七
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18
枕
草
子
』

小
学
館

•

緑
色
の
蛍
光
部
分
は
形
容
詞
と
存
在
動

詞
（
の
否
定
）
で
性
質
・状
態
を
表
す

•

紫
色
の
蛍
光
部
分
は
変
則
的
な
の
か
？
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―
•

紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び

き
た
る
。

•
蛍
の
お
ほ
く
飛
び
ち
が
ひ
た
る
。

•

「
［
名
詞
句
］
の
［
述
語
句
（
連
体
形
）
］
」

と
い
う
文
構
造
で
あ
る
点
で
共
通
す
る

•

こ
の
箇
所
は
、一
般
に
、連
体
形
終
止
法

（
補
足
2
）
だ
と
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、

余
情
・余
韻
を
表
す
と
さ
れ
る

•

そ
の
た
め
、「
～
は
趣
深
い
」
の
よ
う
な
言

葉
を
補
う
等
の
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る

•

し
か
し
、な
ぜ
終
止
形
終
止
法
で
な
く
、

連
体
形
終
止
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か

ま
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

•

「
タ
リ
」
と
い
う
状
態
化
辞
（
金
水
二
〇
〇

六
）
を
も
つ

松
尾
聰
・永
井
和
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
七
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18
枕
草
子
』

小
学
館

•

名
詞
句
：紫
立
ち
た
る
雲

•

連
体
助
詞
（
主
格
）
：の

•
述
語
句
：（
ほ
そ
く
）
た
な
び
き
た
る

•

名
詞
句
：蛍

•

連
体
助
詞
（
主
格
）
：の

•

述
語
句
：（
お
ほ
く
）
飛
び
ち
が
ひ
た
る

•

文
構
造
に
着
目
す
る
こ
と
で
、清
少
納
言

の
表
現
の
工
夫
が
よ
り
深
く
み
え
て
く
る
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3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

春
は
あ
け
ぼ
の
。や
う
や
う
し
ろ
く
な

り
ゆ
く
山
ぎ
は
、す
こ
し
あ
か
り
て
、

紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き

た
る
。

夏
は
夜
。月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。闇

も
な
ほ
、蛍
の
お
ほ
く
飛
び
ち
が
ひ
た

る
。ま
た
、た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、ほ
の

か
に
う
ち
光
り
て
行
く
も
を
か
し
。雨

な
ど
降
る
も
を
か
し
。

秋
は
夕
暮
れ
。夕
日
の
さ
し
て
山
の
端

い
と
近
う
な
り
た
る
に
、烏
の
ね
ど
こ

ろ
へ
行
く
と
て
、三
つ
四
つ
、二
つ
三
つ

な
ど
飛
び
い
そ
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
。

ま
い
て
雁
な
ど
の
つ
ら
ね
た
る
が
、い

と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
、い
と
を
か
し
。

日
入
り
果
て
て
、風
の
音
、虫
の
音
な

ど
、は
た
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

冬
は
つ
と
め
て
。雪
の
降
り
た
る
は
言

ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、霜
の
い
と
白
き

も
、ま
た
さ
ら
で
も
い
と
寒
き
に
、火

な
ど
い
そ
ぎ
お
こ
し
て
、炭
持
て
わ
た

る
も
、い
と
つ
き
づ
き
し
。昼
に
な
り
て
、

ぬ
る
く
ゆ
る
び
も
て
い
け
ば
、火
桶
の

火
も
、白
き
灰
が
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し
。

松
尾
聰
・永
井
和
子
［
校
注
・訳
］
（
一
九
九
七
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18
枕
草
子
』

小
学
館

•

文
末
は
、名
詞
述
語
以
外
は
す
べ
て
石
垣

謙
二
（
一
九
五
五
）
の
い
う
形
状
性
用
言

•

清
少
納
言
の
文
章
構
成
の
工
夫
が
わ
か
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本講演の構成
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1 はじめに―講演者の立場―

2 国語教育学における日本語学の位置づけ

3 日本語学の知見を活用した授業―「竹取物語」「枕草子」―

4 まとめ
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4 まとめ

• 国語教育学は、日本語学の動向を追い、学ぼうとしている
• それに応えるために、授業に役立つ日本語学の知見を積極的に提供していくべきである
• 『竹取物語』では、助詞・助動詞の表現差異を取り上げることで、かぐや姫の、翁と帝へ

の「手紙」の内容を比較する授業が構想できる
• 『枕草子』では、文法論、文章論の観点から、「春はあけぼの」段の文構造、文章構成を

捉える授業が構想できる

• 今回取り上げた言語事実自体は、日本語研究においては、基本的な知見である
• しかし、それを工夫することで、国語（科）教育（学）に十分活かすことができる
• もちろん、児童・生徒の発達段階や学習指導要領の内容に合わせていく必要があるの

で、どのような授業ができるかを考えていくことが大切である



• 今井博登・清田朗裕（2021）「中学校国語科における手紙文の活用ーLINE から往来物までー 」『全国大学
国語教育学会国語科教育研究 第141回世田谷大会（オンライン）研究発表要旨集』全国大学国語教育学会、
pp.279-282

• 大滝一登（2018）『高校国語 新学習指導要領をふまえた授業づくり 理論編』明治書院
• 清田朗裕（2021）「『竹取物語』「かぐや姫の昇天」にみられる「文（ふみ）」の表現差異」『全国大学国語教

育学会国語科教育研究 第141回世田谷大会（オンライン）研究発表要旨集』全国大学国語教育学会、
pp.311-314

• 金水敏（2006）『日本語存在表現の歴史』ひつじ書房
• 全国大学国語教育学会編（２０２２）『国語科教育学研究の成果と展望Ⅲ』渓水社
• 永野賢（1993）「文章論的教材研究」飛田多喜雄・野地潤家・藤原久雄［監修］『国語教育基本論文集成

第24巻／国語教育方法論⑴教材研究方法論』明治図書、pp.187-194（元『月刊国語教育』190、1988
年）

• 日本語文法学会編（2014）『日本語文法事典』大修館書店
• 長谷川千秋（2018）「『枕草子』「春はあけぼの」授業実践のためのノート―小・中学校における古典教育を

考える―」『山梨大学教育学部紀要』28、山梨大学教育学部、pp.1-12
• 宮地裕（1982）「国語教育と日本語研究」森岡健二・宮地裕・寺村秀夫・川端善明［編］『講座日本語学1総

論』明治書院、pp.128-154
• 文部科学省（2019）『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説 国語編』東洋館出版社
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参考文献



【古典資料】
• 片桐洋一・福井貞助・高橋正治・清水好子［校注・訳］（1994）『新編日本古典文学全集12竹取物語 伊勢物

語 大和物語 平中物語』小学館
• 松尾聰・永井和子［校注・訳］（1997）『新編日本古典文学全集18枕草子』小学館

【教科書】中学校は令和3年文部科学省検定済、高等学校は令和4年文部科学省検定済のものを参照した。
• 中学校国語：
『伝え合う言葉中学国語1』 『伝え合う言葉中学国語2』 『伝え合う言葉中学国語3』教育出版、『現代の国語1』
『現代の国語2』 『現代の国語3』三省堂、『新しい国語1』『新しい国語2』『新しい国語3』東京書籍、『国語1』
『国語2』『国語3』光村図書

• 高等学校国語（言語文化）：
『探求 言語文化』桐原書店、『精選 言語文化』『新 言語文化』三省堂、 『言語文化』『高等学校 言語文化』
『新編 言語文化』数研出版、 『言語文化』『新編 言語文化』大修館書店、『高等学校 言語文化』『高等学校
精選言語文化』『高等学校 標準言語文化』『高等学校 新編言語文化』第一学習社、 『言語文化』筑摩書房、
『新編言語文化』『精選言語文化』東京書籍、 『言語文化』文英堂、『精選 言語文化』明治書院

• 本講演の研究成果は、JSPS若手研究20K13999の助成を受けている。
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調査資料



連体形終止法（日本語文法学会編2014：677、吉田茂晃執筆）

• 活用語の連体形が（省略文でない）文の末尾に据えられている場合をいう。ゾ・ナム・
ヤ・カという係助詞が文中にないケースだけを「連体形終止法」と呼ぼうとする立場もあ
る。

• 上代・中古の平叙文については，終止形で終止するのが常態であるとされ，文中係助詞
との呼応のない連体形終止は，詠嘆や解説を表す曲調終止であったと見なされること
が多い。【後略】
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補足1 連体形終止法



古典及び古典教育に対するアンケートです。アンケート結果は個人情報に当たる部分を除き、分析・考察を行います。その結果は、「第1回中高生日本語研
究コンテスト」開催記念シンポジウム「日本語学と国語教育」の席上及び関連研究・関連教育内で紹介していく予定です。成績評価には関係ありません。
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。（清田朗裕）

【質問1】 回答結果及び分析結果を、シンポジウム及び関連研究上で公開してもよい（個人情報は除く）。【はい・いいえ】
【質問2】 あなたの現在の所属学年を教えてください。【2回生・3回生以上】
【質問3】 あなたは古典（古文・漢文）が好きですか。当てはまるものを1つ選んでください。【とても好き・好き・どちらともいえない・嫌い・とても嫌い】
【質問4】 上の質問について、そう答えた理由を述べてください。【自由記述】
【質問5】 小学校・中学校・高等学校の古典の授業で印象に残っていることを述べてください。何もなければ、「なし」と述べてください。【自由記述】
【質問6】小学校・中学校・高等学校の教科書には古典（古文・漢文）に関するテキストや単元が設定されています。
あなたはそれぞれの学習段階で、どのようなことを学ぶべきだと思いますか。学習指導要領に縛られる必要はありません。ここでは、「小学校」について述べ
てください。 【自由記述】
【質問7】小学校・中学校・高等学校の教科書には古典 （古文・漢文） に関するテキストや単元が設定されています。
あなたはそれぞれの学習段階で、どのようなことを学ぶべきだと思いますか。学習指導要領に縛られる必要はありません。ここでは、「中学校」について述べ
てください。 【自由記述】
【質問8】小学校・中学校・高等学校の教科書には古典 （古文・漢文） に関するテキストや単元が設定されています。
あなたはそれぞれの学習段階で、どのようなことを学ぶべきだと思いますか。学習指導要領に縛られる必要はありません。ここでは、「高等学校」について述
べてください。 【自由記述】
【質問9】教員養成課程で学ぶあなたにとって、大学では、古典（古文・漢文）そのものについて、どのようなことを学びたいですか。 学びたくない人はその
理由も述べてください。【自由記述】
【質問10】教員養成課程で学ぶあなたにとって、大学では、古典教育（古文・漢文）について、どのようなことを学びたいですか。学びたくない人はその理由
も述べてください。 【自由記述】

ご協力ありがとうございました。
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補足2 アンケート質問項目（【質問1】、【質問2】はフェイスシート）


